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【手続補正書】
【提出日】令和2年1月17日(2020.1.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　仮想空間のオブジェクトをレンダリングしてコンピュータグラフィックス画像を生成す
るレンダリング部と、
　前記レンダリング部が前記コンピュータグラフィックス画像を生成した時点の視点位置
または視線方向に合うように現実空間の撮影画像を逆変換する逆リプロジェクション部と
、
　前記逆リプロジェクション部によって逆変換を施された前記撮影画像に前記コンピュー
タグラフィックス画像を重畳して拡張現実画像を生成する重畳部と、
　前記拡張現実画像にポストプロセスを施すポストプロセス部とを含み、
　前記重畳部は、前記レンダリング部により生成されるコンピュータグラフィックス画像
のフレームレートよりも高いフレームレートで提供される複数枚の前記撮影画像を同一の
前記コンピュータグラフィックス画像に重畳して前記拡張現実画像を生成することを特徴
とする画像生成装置。
【請求項２】
　ポストプロセスが施された前記拡張現実画像を新たな視点位置または視線方向に合うよ
うに変換するリプロジェクション部をさらに含むことを特徴とする請求項１に記載の画像
生成装置。
【請求項３】
　前記重畳部は、複数枚の前記撮影画像の各々に前記逆リプロジェクション部によって逆
変換を施した上で前記コンピュータグラフィックス画像を重畳して前記拡張現実画像を生
成することを特徴とする請求項２に記載の画像生成装置。
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【請求項４】
　前記重畳部は、１枚目の前記撮影画像には前記コンピュータグラフィックス画像を重畳
して１枚目の前記拡張現実画像を生成し、２枚目以降の前記撮影画像には前記逆リプロジ
ェクション部によって逆変換を施した上で前記コンピュータグラフィックス画像を重畳し
て２枚目以降の前記拡張現実画像を生成することを特徴とする請求項２に記載の画像生成
装置。
【請求項５】
　仮想空間のオブジェクトをレンダリングしてコンピュータグラフィックス画像を生成す
るレンダリングステップと、
　前記レンダリングステップが前記コンピュータグラフィックス画像を生成した時点の視
点位置または視線方向に合うように現実空間の撮影画像を逆変換する逆リプロジェクショ
ンステップと、
　前記逆リプロジェクションステップによって逆変換を施された前記撮影画像に前記コン
ピュータグラフィックス画像を重畳して拡張現実画像を生成する重畳ステップと、
　前記拡張現実画像にポストプロセスを施すポストプロセスステップとを含み、
　前記重畳ステップは、前記レンダリングステップにより生成されるコンピュータグラフ
ィックス画像のフレームレートよりも高いフレームレートで提供される複数枚の前記撮影
画像を同一の前記コンピュータグラフィックス画像に重畳して前記拡張現実画像を生成す
ることを特徴とする画像生成方法。
【請求項６】
　仮想空間のオブジェクトをレンダリングしてコンピュータグラフィックス画像を生成す
るレンダリング機能と、
　前記レンダリング機能が前記コンピュータグラフィックス画像を生成した時点の視点位
置または視線方向に合うように現実空間の撮影画像を逆変換する逆リプロジェクション機
能と、
　前記逆リプロジェクション機能によって逆変換を施された前記撮影画像に前記コンピュ
ータグラフィックス画像を重畳して拡張現実画像を生成する重畳機能と、
　前記拡張現実画像にポストプロセスを施すポストプロセス機能とをコンピュータに実現
させ、
　前記重畳機能は、前記レンダリング機能により生成されるコンピュータグラフィックス
画像のフレームレートよりも高いフレームレートで提供される複数枚の前記撮影画像を同
一の前記コンピュータグラフィックス画像に重畳して前記拡張現実画像を生成することを
特徴とするプログラム。
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